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町
で
は
、
町
議
会
６
月
定
例
会

に
、
組
織
改
革
を
行
う
た
め
の
条

例
を
提
案
し
、
可
決
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
８
月
１
日
、
新
し
い
業
務

態
勢
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
町
政
の
重
要
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
、
市
町
村
合

併
対
策
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送

の
内
容
充
実
、
ま
た
玉
城
病
院
建

設
、
上
水
道
更
新
整
備
な
ど
、
今

後
の
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

職
員
を
増
員
す
る
こ
と
な
く
、
組

織
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の

で
す
。

具
体
的
に
は
、「
課
」
を
廃
止
し

「
チ
ー
ム
」
制
に
、「
課
長
」
を
「
統

轄
」
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
フ
ラ

ッ
ト
な
組
織
体
制
を
と
り
、
責
任

と
権
限
を
明
確
化
し
、
職
員
は
チ

ー
ム
内
の
業
務
を
横
断
的
に
行
い
、

意
思
決
定
を
迅
速
化
し
て
、
町
民

の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

や
す
い
役
所
を
目
指
し
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
の
詳
細
な
業
務
内
容
、

職
員
人
事
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
課
名
を
な
く
し
「
チ
ー
ム
」
制
に

●
課
長
は
「
統
轄
」
に

旧課名 

町 議 会 

教育総務 

社会教育 

出　納 

公　室 

総務課 

財政課 

税務課 

住民課 

商工振興課 

農林課 

建設課 

都市計画課 

玉城病院 

介護老人 
保健施設 

町 議 会 事務局 

教育委員会 教育長 

収入役 

助　役 

出納室 

総務チーム 

税務住民チーム 

生活福祉チーム 

産業建設チーム 

水道課 

下水道課 

上下水道チーム 

病院老健チーム 

町
　
長 

住民課 

福祉課 

玉城町役場機構改革



分
か
ら
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い

合
併
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成
と
す
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合
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と
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え
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７
月
４
日
、
玉
城
中
学
校
の
３

年
生
10
人
が
総
合
学
習

の
一
環
で
、
市
町
村
合

併
問
題
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
に
つ
い
て
町

長
を
訪
問
し
、
質
問
し

ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
市
町
村

合
併
問
題
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
お
答
え
を
し

ま
し
た
の
で
、
あ
わ
せ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ町長
は
ど
こ
と
合
併
し
た
い
の
か

Ａ周辺
の
よ
く
似
た
町
で
人
口
５
万

人
規
模
の
田
園

都
市
づ
く
り
が
で

き
な
い
か
を
ま
ず

検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ伊
勢
市
と
合
併

す
る
と
玉
城
の

名
前
は
な
く
な

る
の

中
学
生
が
総
合
学
習
の
一
環

で
町
長
を
訪
問

６
月
17
日
、
第
２
回
目
の
玉
城

町
市
町
村
合
併
問
題
懇
話
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
３
班
に
別
れ
自
由
に

意
見
を
述
べ
合
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

取
り
ま
と
め
た
意
見
に
あ
り
ま

し
た
「
合
併
を
賛
成
と
す
る
考
え

反
対
と
す
る
考
え

分
か
ら
な
い
」

（
意
見
の
一
部
）に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

玉
城
町
市
町
村
合
併
問
題

（
第
２
回
）
懇
話
会
報
告

Ａ伊勢
市
と
合
併
し
た
ら
、
玉
城
町

の
名
前
は
な
く
な
り
、
伊
勢
市
の

中
の
玉
城
地
区
に
な
り
ま
す
。
合

併
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
が
、「
吸
収
」（
編
入
）に

な
る
と
、
吸
収
さ
れ
て
い
く
ま
ち

の
名
前
に
な
り
、「
対
等
」（
新
設
）

に
な
る
と
、
す
べ
て
の
ま
ち
の
名

前
が
新
し
い
名
前
に
な
り
ま
す
。

名
前
は
、
合
併
し
よ
う
と
す
る
ま

ち
が
事
前
に
申
し
合
わ
せ
を
行
い

決
定
し
ま
す
。

・自分の子どもや孫のためには合併した方がいい

・大きな合併の方が将来の子どもたちに未来を託

せる

・いろいろな面で独立していかなければならない

のに、玉城町だけではやっていけない

・行政改革をして無駄なことを見直していかなく

てはいけない

・玉城町のためになるような合併にしていかなけ

ればならない

・厳しい財政にうち勝つために合併が必要

・吸収合併ではなく、似通ったまちで力をあわせ

れば伊勢市に負けることはない

・小さな合併をしたあとに大きな合併があるのな

ら、最初から大きな合併をした方がよい

・メリットよりもデメリットの方が多い

・サービスが悪くなる

・大きくなることで中心からの距離ができること

や、末端のサービス低下を招く

・補助金などを各地域に不公平に分配され、地

域に隔たりができる

・住み慣れた玉城町がなくなる

・いろんな企業や合理化のための合併がうまくい

ってないことを聞くと市町村合併が心配

・まず伊勢市の合併意向を聞き入れてから判断す

べきでは

・合併はいたしかたない

・町の名前が消えてしまうことへの不安と寂しさ

を覚える

・住みやすい玉城を単独で維持できるのであれば

必要ない

合併を賛成とする考え

反対とする考え 分からない
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玉
城
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
で
６
月
30

日
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
、
町

内
の
各
小
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
１
４
０
人

が
集
い
、
交
流
と
親

睦
を
深
め
た
熱
い
戦

い
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。ソ

フ
ト
バ
レ
ー

は
、
直
径
30
b
ほ
ど

の
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル

を
使
い
、
１
チ
ー
ム

４
人
編
成
で
対
戦
す

る
も
の
で
、
今
大
会

で
は
各
校
４
チ
ー
ム

ず
つ
出
場
し
て
、
予

選
リ
ー
グ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
有
田
小
学
校
Ｄ
チ
ー

ム
が
、
見
事
玉
城
中
学
校
Ｄ
チ
ー

ム
を
破
り
優
勝
し
ま
し
た
。

会
員
の
な
か
に
は
「
気
持
ち
は

Tamaki Topics
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見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

最
後
に
講
師
か
ら
、「
安
全
で

住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
に
は
、
自

分
た
ち
の
住
む
地
域
を
知
り
、
地

域
全
体
が
災
害
に
備
え
た
防
災
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
が
大

切
だ
」
と
災
害
に
備
え
て
の
心
構

え
を
説
明
し
、
参
加
者
は
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ふ

だ
ん
か
ら
防
災
を
考
え
て
も
ら
お

う
と
６
月
23
日
、
保
健
福
祉
会
館

の
多
機
能
室
で
第
１
回
の
災
害
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
で
は
、
三
重
県

が
開
催
す
る
「
県
民
防
災
塾
」
で

実
施
さ
て
い
る
「
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
」
の
手
法
を
用
い
て
地
域

の
危
険
カ
所
や
安
全
カ
所
を
地
図

に
書
き
込
み
防
災
チ
ェ
ッ
ク
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
災
害
が
起
き
た
時

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
確
認
、

検
証
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
30
人
の
住
民
が
参

加
し
、
三
重
県
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
講
師

を
迎
え
保
健
福
祉
会
館
の
周
辺
の

地
域
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
地
震
が
起
き
た
ら
、

ブ
ロ
ッ
ク
が
倒
壊
し
て
緊
急
車
両

が
通
れ
な
い
、
使
用
期
限
が
切
れ

て
い
る
消
火
器
が
あ
る
、
溝
に
フ

タ
が
な
く
浸
水
し
た
時
に
溝
か
道

路
か
分
か
ら
ず
危
険
」
な
ど
、
４

つ
の
班
が
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
た
意

危
険
カ
所
　
安
全
カ
所
を
チ
ェ
ッ
ク

第
１
回
災
害
講
習
会

Tamaki Topics

小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
汗若

い
が
、
体
が
つ
い
て
行
か
な
い
」

と
嘆
い
て
い
た
方
も
い
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
一
生
懸
命
試
合
に
挑
み
、

す
が
す
が
し
い
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。

Tamaki Topics

熱戦に汗をながす会員

町並みを見てまわる参加者ら
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寺
前
ふ
み
子
さ
ん

陸
く
ん
親
子
優
秀
賞
に

母
と
子
の
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
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保
育
所
や
学
校
で
の
プ
ー
ル
開

き
を
前
に
、
町
女
性
消
防
団
員
に

よ
る
救
急
法
（
心
肺
蘇
生
法：

し

ん
ぱ
い
そ
せ
い
ほ
う
）
の
講
習
会

が
６
月
15
日
か
ら
は
じ
ま
り
、
園

児
、
児
童
を
も
つ
保
護
者
を
対
象

に
各
地
区
の
保
育
所
、
小
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

講
習
で
は
団
員
の
説
明
を
受
け

た
あ
と
、
実
際
に
人
形
を
使
っ
て

一
人
ひ
と
り
が
人
工
呼
吸
な
ど
訓

練
を
行
い
、
万
が
一
の
時
に
備
え

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

に
よ
り
、
歯
の
寿
命
を
延
ば
そ
う

と
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
で
も
、
保
健
事
業
で
歯
を

重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
乳
幼
児
期
で
は
、
フ
ッ
素

塗
布
の
体
験
が
で
き
る
歯
っ
ぴ
い

教
室
や
、
歯
科
医
院
に
通
う
こ
と

が
で
き
な
い
方
へ
の
口
腔
訪
問
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
80
歳
で
20
本
以
上

が
自
分
の
歯
と
な
る
よ
う
、
一
生

付
き
合
う
歯
を
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
。

６
月
13
日
、
三
重
県
歯
科
医
師

会
度
会
支
部
主
催
の
、
第
９
回
母

と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
一
次

審
査
を
通
過
し
た
27
名
の
う
ち
、

さ
ら
に
３
名
の
歯
科
医
師
に
よ
る

審
査
が
行
わ
れ
、
寺
前
ふ
み
子
さ

ん
、
陸
く
ん（
４
歳：

浦
町
）親
子

が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
歯
の
衛

生
週
間
の
一
環
と
し
て
歯
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
知
り
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
実
施
す
る
こ
と

プ
ー
ル
開
き
を
前
に

女
性
消
防
団
員
が
救
急
法
指
導女性消防団員の指導で訓練する下外城田小の保護者ら
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玉城町長

台風の季節となり、６号・７号台風に大きな被害もな

く一安心であります。岐阜県では大きな水害があり、被

害を受けられた方々に同情申し上げるものでありますが、

一心に無災害を祈るばかりであります。

＜各地区あげての防災訓練実施＞

去る、７月14日午後６時30分から、各地区からお集

まりいただいたみなさんと、町消防団、役場職員で組織

する防災対策本部各班の参加のもとに防災訓練を行い、

伊勢消防署の指導を受けました。応急訓練、消火器の取

り扱い方法や消火ホースの使用法実演など、熱心に研修

していただきました。

「備えあれば憂いなし」と申しますが、万全の備えは

日々の積み重ねにあると存じます。云うは安くでありま

す。いざ本番は必ずして安易なものではないと存じます

が、日頃の訓練が大切であります。お一人おひとりの平

素のご協力を節に願うものであります。

＜児童館建設・外城田保育所の増築＞

さて、大変お待たせいたしましたが、田丸小学校敷地

内に児童館新築工事と、外城田保育所増設の起工式を７

月15日、あげさせていただきました。

早くから要望の事業であります。少子化の時代と申し

ますが、玉城町は人口増と共に、児童の絶対数は増加に

あります。一戸一戸のご家庭では確かに少子化でありま

す。兄弟姉妹が少ない時代いかに子どもたちの協同生活

を大事にするか、児童館で体験させたいものであります。

青少年の健全育成は町民の総意であります。年中無休の

施設としてその成果に期待するものであります。調査設

計予算が認められておりますので、15年度は外城田地区

に建設する計画であります。

さらに、外城田保育所増設を機に０歳児保育を有田保

育所に継いで開始します。来年度から玉城町２カ所の保

育所で０歳児保育をすることになります。

男女共同参画の時代、安心して働けるまちづくりのた

め、少しでも貢献いたしたいと存じます。

＜福祉バスの更新＞

耐用年数経過のため福祉バス１台を廃車し、新しい福

祉バスを購入いたします。

現在、小中学校の利用を中心に活用いただいており、

福祉路線バスの運用についてはもう少し検討が必要であ

りますが続けてまいります。新しく購入する福祉バスは

41人乗りで、小中学校の１クラスで利用することができ

るバスです。少年スポーツクラブのご利用も多いのであ

りますが、その希望にもお応えできるものである考えです。

＜役場機構改革＞

役場機構改革について来月号でご説明申し上げたいと

存じますが、チーム全員で仕事に取り組むこと、情報の

共有化による能率アップを図りたいと思っております。

一生懸命で頑張ります。

暑中お体大切に

７月16日　町長室にて

MAYOR'S COLUMN8
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寺前さん親子
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こ
れ
は
、
生
徒
た
ち
に
「
生
き

る
力
」
を
つ
け
る
こ
と
を
第
一
の

目
標
に
、
生
徒
た
ち
が
町
内
の
事

業
所
等
に
出
向
い
て
、
そ
の
仕
事

を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
教
室
内
で
の
授
業
だ
け
で
は

学
べ
な
い
こ
と
を
学
習
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

生
徒
た
ち
は
、
今
ま
で
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
作
業
に

慣
れ
な
い
様
子
で
し
た
が
、

入
所
者
の
車
椅
子
の
清
掃

や
、
身
の
回
り
の
手
伝
い
を

す
る
な
ど
し
て
、
車
椅
子
に

乗
っ
た
入
所
者
を
後
ろ
か
ら

介
助
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
室
で
は
、
入
通

所
者
と
交
互
に
輪
に
な
っ

て
、
理
学
療
法
士
の
声
に
あ

わ
せ
て
、
指
や
腕
を
動
か
す

リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
一
緒
に
し

て
、
お
年
寄
り
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。

玉
城
中
学
校
３
年
生
と
２
年
生

の
生
徒
が
６
月
13
日
、
18
日
、
お

よ
び
20
日
、
玉
城
町
介
護
老
人
保

健
施
設
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
で
総
合

学
習
の
一
環
と
し
て
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

玉
中
生
徒
が
総
合
学
習
で

ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
を
訪
問
　
　
　

ま
た
、
昼
食
に
は
職
員
ら
が
作

っ
た
カ
レ
ー
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い

ま
し
た
。

虹
の
会
や
、
有
田
小
学
校
４
・

６
年
生
、
皇
學
館
大
学
か
ら
大
勢

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
も
会
場
で
の

介
助
や
ゲ
ー
ム
を
手
伝
い
、
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

町
小
規
模
授
産
施
設
「
夢
工
房

た
ま
き
」
主
催
の
、
第
７
回
夢
工

房
ま
つ
り
が
６
月
21
日
、
中
央
公

民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま

し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
小
俣
、
度
会
、

二
見
町
、
御
薗
村
の
授
産
所
や
、

県
立
養
護
学
校
な
ど
の
施
設
通
所

者
、
職
員
ら
２
０
０
人
あ

ま
り
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

開
会
の
冒
頭
、
森
島
町

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

長
が
、「
例
年
こ
の
時
期
の

梅
雨
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
会
場
を
室

内
で
狭
く
は
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
分
近
く
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
参
加
者
は
、
に
こ
や

か
な
表
情
で
、
的
当
て
、

宝
つ
り
な
ど
７
つ
の
ゲ
ー

ム
に
挑
戦
し
て
歓
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。

歓
声
上
げ
ゲ
ー
ム
に
夢
中
！

第
７
回
「
夢
工
房
ま
つ
り
」

お年寄りと輪になり体験学習をする玉中生徒

はじめて中央公民館多目的ホールを会場に行った夢工房まつり
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田
丸
の
親
子
の
集
い

田
丸
保
育
所
で
は
、
６
月
13
日

に
５
歳
児
の
親
子
の
集
い
が
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い
で
は
、
細
か
く
切
っ

た
広
告
の
山
の
中
に
隠
さ
れ
て
い

る
も
の
を
見
つ
け
出
す
カ
モ
フ
ラ

ー
ジ
ュ
ゲ
ー
ム
を
は
じ
め
、
目
隠

し
散
歩
コ
ー
ナ
ー
、
シ
ャ
ボ
ン
玉

コ
ー
ナ
ー
、
手
裏
剣
ゴ
マ
や
び
っ

く
り
お
化
け
を
作
る
コ
ー
ナ
ー
。

そ
し
て
、
お
い
し
い
マ
ッ
シ
ュ
ド

ー
ナ
ツ
の
お
や
つ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

６
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を
回
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。

各
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
親
子
が
仲

良
く
机
を
囲
み
、
笑
顔
で
遊
ん
で

い
ま
し
た
。

の
高
野
葉
さ
ん

（
原
）を
講
師
に

迎
え
、
親
子
で

草
め
木
染
め
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

家
族
と
一
緒

に
摘
ん
で
き
た

ヨ
モ
ギ
を
大
き

な
鍋
に
入
れ
て

煮
込
み
、
そ
の
間
に
箸
と
輪
ゴ
ム

を
使
っ
て
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
絞
り
模
様

を
作
り
、
ヨ
モ
ギ
の
い
い
匂
い
が

た
だ
よ
う
中
、Ｔ
シ
ャ
ツ
を
染
め
ま
す
。

こ
の
後
、
水
で
洗
い
流
し
、
絞

り
模
様
の
ゴ
ム
を
は
ず
す
時
が
ド

キ
ド
キ
の
瞬
間
。「
う
わ
ぁ
。
き

れ
い
」「
花
火
み
た
い
や
」
と
大

喜
び
で
し
た
。

「
自
然
の
優
し
い
色
を
草
木
か

ら
い
た
だ
く
の
が
草
木
染
め
で

す
。
な
ん
で
も
な
い
道
ば
た
の
草

花
を
身
近
に
感
じ
と
っ
て
く
れ
る

と
嬉
し
い
で
す
」
と
高
野
先
生
の

言
葉
に
う
な
づ
く
お
母
さ
ん
と
子

ど
も
た
ち
で
し
た
。

下
外
城
田
の
い
ば
ら
饅
頭
作
り

下
外
城
田
保
育
所
で
は
、
６
月

７
日
に
保
育
所
園
庭
に
自
生
し
て

い
る
い
ば
ら
の
葉
を
使
っ
て
５
歳

児
が
い
ば
ら
饅
頭
作
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
小
麦
粉
と
水
で

練
っ
た
も
の
を
丸
め
て
の
ば
し
、
あ

ん
こ
を
入
れ
、
自
分
達
で
採
っ
て

き
た
い
ば
ら
の
葉
で
包
み
ま
し
た
。

給
食
室
で
蒸

し
た
い
ば
ら
饅

頭
は
ほ
か
ほ
か
。

「
お
い
し
い
な

ぁ
」
と
友
達
と

話
し
な
が
ら
、

ほ
お
ば
り
ま
し

た
。

外
城
田
の
草
木
染
め

外
城
田
保
育
所
の
５
歳
児
は
、

６
月
11
日
、
教
育
委
員
会
主
催
の

父
母
学
習
会
で
、
草
木
染
め
作
家

有
田
の
小
学
生
と
の
交
流
会

有
田
保
育
所
の
４
歳
児
ク
ラ
ス

に
６
月
26
日
、
有
田
小
学
校
６

年
生
の
女
子
７
人
が
体
験
学
習
の

一
環
で
保
育
所
を
訪
れ
て
く
れ
ま

し
た
。

長
縄
遊
び
や
、
し
っ
ぽ
と
り
ゲ

ー
ム
、
こ
ろ
が
し
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル

な
ど
の
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

や
さ
し
い
お
姉
さ
ん
た
ち
に
遊
ん

で
も
ら
い
、
大
喜
び
の
子
ど
も
た

ち
は
、
初
め
て
経
験
す
る
遊
び
も

あ
り
ま
し
た
が
、
や
り
方
を
教
え

て
も
ら
う
と
、
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

保
育
所
で
の
楽
し
い
ひ
と
と
き

各
保
育
所

T amaki R eportT own

玉
城
町
の
４
保
育
所
で
行
わ
れ
た
楽
し
い
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
が
、
た
だ
ち
に
議
会
を
招
集
で
き
な
い
こ
と

か
ら
専
決
処
分
し
、
当
議
会
で
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
13
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

既
決
予
算
内
の
地
方
債
に
つ
い
て
、
今
回
、
町
に
と
り
有
利
な

一
般
公
共
財
源
対
策
債
の
割
り
当
て
が
得
ら
れ
た
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
５
５
０
万
円
を
増
額
し
、
総
額
を
48
億
１
２
３

０
万
２
０
０
０
円
と
し
、
た
だ
ち
に
議
会
を
招
集
で
き
な
い
こ
と

か
ら
専
決
処
分
し
、
当
議
会
で
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
14
年
度
玉
城
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
））

平
成
13
年
度
会
計
の
償
還
収
入
に
２
６
８
３
万
５
０
０
０
円
の

歳
入
不
足
が
生
じ
た
た
め
、
平
成
14
年
度
会
計
か
ら
繰
り
上
げ
充

用
し
補
て
ん
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
２
６
８
３
万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
３
６
３
９
万
２

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
が
、
た
だ
ち
に
議
会
を
招
集
で
き
な
い
こ
と

か
ら
専
決
処
分
し
、
当
議
会
で
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
14
年
度
玉
城
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
））

歳
入
不
足
が
生
じ
た
た
め
、
平
成
14
年
度
会
計
か
ら
繰
上
げ
充

用
し
補
て
ん
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
１
３
９
６
万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
９
億
６
９
３
３

万
１
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
が
、
た
だ
ち
に
議
会
を
招
集
で
き
な

い
こ
と
か
ら
専
決
処
分
し
、
当
議
会
で
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

町
教
育
委
員
会
の
田
中
　
敬
委
員
は
、
本
年
６
月
22
日
任
期
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
教
育
委
員
に
任
命
す
る
た
め
議

会
の
同
意
を
求
め
、
了
承
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
玉
城
町
行
財
政
組
織
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

町
政
の
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
市
町
村
合
併
対
策
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
内
容
充
実
、
ま
た
玉
城
病
院
建
設
、
上
水
道
更
新

整
備
な
ど
、
今
後
の
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
玉
城
町
行
政

組
織
条
例
を
制
定
し
組
織
改
革
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。（
詳

細
は
、
１
ペ
ー
ジ
参
照
）

▼
組
織
改
革
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

前
条
例
の
制
定
に
伴
い
、「
課
」を「
チ
ー
ム
」に
、「
課
長
」を「
統

轄
」に
、「
係
長
」を「
責
任
者
」と
改
め
る
た
め
、
現
行
条
例
の
中
で

関
係
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
、
一
括
し
て
整
備
す
る
た
め
の
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

平成14年
●第２回玉城町議会定例会

なるほどレポート

平
成
14
年
第
２
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

城あとに夢を築くまち たまき 2002-8

●
町
の
行
政
機
構
改
革
関
連
条
例

●
平
成
14
年
度
会
計
補
正
予
算
な
ど

16
議
案
可
決

平
成
14
年
第
２
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
、
６
月
19
日
か
ら
６
日
間
の
会
期
で
開
会
。
専
決
処
分
の
承
認
、
補
正

予
算
、
条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど
16
議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

N A R U H O D O
R E P O R T

Tamaki Topics



8

▼
玉
城
町
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
特

例
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
を
行
う
に
あ
た
り
、
そ
の
対
象
と
な

る
家
屋
、
償
却
資
産
の
内
容
を
規
定
し
て
い
る
租
税
特
別
措
置
法

の
条
項
が
異
動
し
た
の
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
条
例
の
一

部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

▼
玉
城
町
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▼
玉
城
町
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

前
段
の
、
玉
城
町
行
政
組
織
条
例
の
制
定
に
と
も
な
い
、
水
道

課
・
下
水
道
課
を
上
下
水
道
チ
ー
ム
に
改
め
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

▼
玉
城
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▼
玉
城
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

右
２
議
案
は
、
政
令
が
公
布
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
町

非
常
勤
消
防
団
員
に
関
連
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

▼
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

日
向
地
内
に
お
い
て
、
１
路
線
認
定
し
道
路
網
の
整
備
充
実
を

図
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

当
初
予
算
が
骨
格
予
算
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
予
算
計
上
で
き

な
か
っ
た
国
県
補
助
事
業
の
投
資
的
事
業
、
ま
た
町
単
独
事
業
の

上
乗
せ
な
ど
、
事
業
予
算
を
中
心
に
補
正
計
上
し
た
も
の
で
す
。
今

回
の
補
正
の
主
な
も
の
は
、

▽
総
務
費：

低
公
害
車
購
入
費
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
工
事
請
負
費
、

市
町
村
合
併
対
策
費
な
ど
を
含
め
２
９
７
７
万
２
０
０
０
円

▽
民
生
費：

福
祉
バ
ス
購
入
費
、
児
童
館
新
築
工
事
調
査
設
計
費
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
補
助
金
な
ど
１
８
９
５
万
１
０
０
０
円

▽
衛
生
費：

汚
水
処
理
計
画
作
成
業
務
委
託
料
な
ど
８
３
５
万
８

０
０
０
円

▽
農
林
水
産
費：

排
水
路
整
備
工
事
請
負
費
、
農
道
舗
装
工
事
請

負
費
な
ど
３
６
４
５
万
８
０
０
０
円

▽
土
木
費：

道
路
補
修
工
事
請
負
費
、
道
路
改
良
工
事
請
負
費
、

駅
前
広
場
整
備
工
事
請
負
費
な
ど
３
億
２
１
１
万
７
０
０
０
円

▽
消
防
費：

防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
請
負
費
な
ど
８
１
０
７
万

８
０
０
０
円

▽
教
育
費：

田
丸
城
址
遊
歩
道
等
整
備
工
事
請
負
費
な
ど
４
４
３

３
万
７
０
０
０
円

な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
３
億
７
１
５
８
万
２
０
０

０
円
を
追
加
し
、
総
額
44
億
８
０
０
２
万
２
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
14
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

保
険
料
の
本
算
定
に
伴
い
調
整
を
し
た
も
の
で
、
本
年
も
国
保

料
率
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
予
算
編
成
を
行
い
、
歳
入
歳
出
予
算

総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
３
９
６
３
万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
９

億
４
３
８
９
万
３
０
０
０
円
と
し
た
も
の
で
す
。

▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

健
康
管
理
事
業
の
助
成
を
受
け
て
、
総
合
相
談
窓
口
な
ど
の
事

業
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
計
上
や
、
良
質
な
医
療
を

提
供
す
る
た
め
に
医
療
機
器
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
収

益
的
収
支
に
お
い
て
、
医
業
収
益
・
医
業
費
用
そ
れ
ぞ
れ
72
万
３

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
69
万
１

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
支
出
に
お
い
て
は
、
医
療
用
備
品
を
購
入
す
る

た
め
、
建
設
改
良
費
を
３
１
４
万
４
０
０
０
円
増
額
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
議
会
発
議
）

町
の
機
構
改
革
に
伴
い
、
常
任
委
員
会
の
所
管
す
る
課
を
チ
ー

ム
に
改
め
た
も
の
で
す
。

出
崎
正
雄
議
員（
宮
古
）
は
６
月
７
日
辞
職
さ
れ
ま
し
た
。

城あとに夢を築くまち たまき 2002-8

追
加
議
案

議
員
辞
職

玉
城
町
職
員
募
集

玉
城
病
院
お
よ
び
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
で
従

事
し
て
い
た
だ
く
職
員
を
次
の
よ
う
に
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
職
種

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士

▼
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

▼
そ
の
他

い
ず
れ
の
職
種
も
有
資
格
者
で
、

３
年
以
上
の
経
験
、
お
よ
び
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る
方

▼
締
め
切
り

８
月
30
日
（
金
）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

町
立
玉
城
病
院

玉
城
病
院
　
1
（
５
８
）
３
０
３
９
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財政公表

町
財
政
の
収
支
状
況
ご
覧
く
だ
さ
い

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
・
補
助
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

町
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
収
入
や
支
出
の
状
況
を
グ
ラ
フ
や
表
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
13
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
執
行
状
況
を
、
平
成
14
年
３
月
31
日
現
在
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国有提供施設等交付金 
交通安全対策特別交付金 
寄 付 金  
ゴルフ場利用税交付金 
繰 入 金  
使用料および手数料 
自動車取得税交付金 
利 子 割 交 付 金  
地方特例交付金
地 方 譲 与 税  
分担金および負担金 
地方消費税交付金 
財 産 収 入  
繰 越 金  
国 庫 支 出 金  
諸 収 入  
県 支 出 金  
町 債  
地 方 交 付 税  
町 税  

00 2 4 6 8 10 12 14 16億円 

（単位：千円）千円未満四捨五入 

144,986 
226,739

252,514 
252,857

133,404 
137,519

181,455 
181,455

225,400 
563,841

122,670 
120,000

1,130,366 
1,115,000

29,554 
32,299

588 
588
2,545 
2,800
4,929 
4,928
12,871 
12,800
31,340 
30,153

64,712 
63,000
75,404 
70,000

87,553 
85,000

83,250 
83,250

102,881 
116,591

144,986 
226,739

252,514 
252,857

133,404 
137,519

181,455 
181,455

225,400 
563,841

122,670 
120,000

1,130,366 
1,115,000

102,881 
116,591

317,578 
370,742

1,684,863 
1,709,835

 

上：収入済額　　4,688,862,465円 
 
下：現計予算額　5,179,397,000円　 

上：収入済額　　4,688,862,465円 
 
下：現計予算額　5,179,397,000円　 

（単位：千円）千円未満四捨五入 

0 5 10 15億円 

上：支出済額　　4,246,771,845円 
 
下：現計予算額　5,179,397,000円 

上：支出済額　　4,246,771,845円 
 
下：現計予算額　5,179,397,000円 

予 　 備 　 費  
労 　 働 　 費  
災 害 復 旧 費  
商 　 工 　 費  
議 　 会 　 費  
消 　 防 　 費  
農 林 水 産 費  
衛 　 生 　 費  
教 　 育 　 費  
公 　 債 　 費  
諸 支 出 金  
土 　 木 　 費  
総 　 務 　 費  
民 　 生 　 費  

0 
20,950
37,640 
37,640
17,499 
46,042
49,068 
49,954
87,256 
87,752

179,160 
196,716

171,520 
294.904
324,659 
346,777

435,662 
489,890
450,845 
553,612
504,509 
556,505

475,848 
    　　　　　　　　　　　　717,738

983,194 
　　1,016,540
983,194 
　　1,016,540

529,911 
　　　　　　　　　　　　　764,377

475,848 
    　　　　　　　　　　　　717,738
529,911 
　　　　　　　　　　　　　764,377

歳出

歳入【 一般会計収支状況 】

M A C H I N O D A I D O K O R O
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町
税
の
収
入
状
況

平
成
13
年
度
、
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
町
税
の

総
額
は
３
月
31
日
現
在
、
16
億
８
４
８
６
万
２
６
１
６
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
般
会
計
全
体
の
33
％
を
占
め
、
地
方
交
付

税
の
11
億
３
０
３
６
万
６
０
０
０
円
の
21
・
５
％
と
と
も
に
重
要

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
町
税
の
内
訳
は
、
上
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

地
方
債
の
状
況

地
方
債
と
し
て
町
が
借
り
入
れ
て
い
る
お
金（
借
入
金
）の
う
ち
、

こ
れ
か
ら
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
未
償
還
元
金
は
、
68
億
９

４
５
３
万
９
３
８
９
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
有
財
産

町
有
財
産
は
、
町
が
所
有
す
る
土
地
・
建
物
の
こ
と
で
、
役
場
庁

舎
・
町
営
住
宅
・
学
校
・
道
路
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

▼
土
地
　
27
万
１
３
１
０
平
方
㍍

▼
建
物
　
４
万
９
１
７
９
平
方
㍍

基
金町

が
条
例
の
定
め
に
よ
っ
て
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を
積
み

立
て
て
い
る
も
の
も
の
で
、
財
政
調
整
基
金
・
地
域
福
祉
基
金
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
10
億
６
４
５
７
万
３
３
０
４
円

【 病院事業会計 】
●収益的収支 （単位　円）

（単位　円）

予算額 執行済額

収　入 616,181,000 628,682,295

支　出 506,181,000 490,665,349

●資本的収支
予算額 執行済額

収　入 7,231,000 7,231,000

支　出 7,231,000 7,229,516

【 水道事業会計 】
●収益的収支 （単位　円）

（単位　円）

予算額 執行済額

収　入 279,490,000 287,829,546

支　出 214,805,000 191,350,769

●資本的収支
予算額 執行済額

収　入 74,399,000 74,646,391

支　出 274,215,000 238,620,498

【 介護老人保健施設事業会計 】
●収益的収支 （単位　円）

（単位　円）

予算額 執行済額

収　入 260,017,000 251,743,299

支　出 260,017,000 250,803,489

●資本的収支
予算額 執行済額

収　入 1,000,000 997,500

支　出 9,330,000 9,328,587

【 下水道事業会計 】
●資本的収支 （単位　円）

予算額 執行済額

収　入 1,149,617,000 618,318,651

支　出 1,149,617,000 589,033,120

軽自動車税 
26,726,200円 
1.6%たばこ消費税 

87,072,927円 
5.2%

固定資産税 
762,796,844円 
45.3%

町税収入済額　1,684,862,616円 

町民税 
806,101,845円 
47.8%

特別土地保有税 
2,164,800円 
0.1%

【 町税の内訳 】 

1,000,000
千円 

900,000
800,000
700,000
600,000
500,000
400,000
300,000
200,000
100,000

0
介
護
老
人
保
健
特
別
会
計 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計 

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計 

同
和
地
区
福
祉
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計 

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計 

現計予算額 

支出済額 

収入済額 

44,905

988,050

945,006

905,386

881,026

792,998

785,612

46,895

34,929

219,818

29,598
97,026

171,950

7,880

34,670

7,857
7,021 7,858

44,905

988,050

945,006

905,386

881,026

792,998

785,612

46,895

34,929

219,818

29,598
97,026

171,950

7,880

34,670

7,857
7,021 7,858

【 特別会計収支状況 】
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玉城町教育委員会では、平成15年成人式の開催に

あたり、“新たな自覚をもつきっかけの場と有意義で

思い出深い成人式”となるよう企画運営してもらえる

「平成15年玉城町成人式実行委員会」の委員さんを募

集します。

これからの時代を生きる成人の一人として、実行委

員にご参加ください。

▼資　　格

昭和57年４月２日～昭和58年４月１日生まれで

「平成15年玉城町成人式」の企画運営に意欲のあ

る方

▼定　　員 12名

▼締め切り

８月15日（木）

応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。

▼申し込み先　

玉城町教育委員会

平成15年玉城町成人式実行委員の
募集について

町教育委員会 1（58）8378 福祉医療費受給資格証を現在お持ちの方、9月1日

が更新期日となります。８月中に町福祉課から通知い

たしますので更新手続をお願いします。

福祉医療費とは、心身障害者、一人親家庭、乳幼

児、68･69歳老人の医療費の一部を助成する制度です。

対象者は以下のとおりです。

●心身障害者医療…

・身体障害者医療手帳1級～４級をお持ちの方

・療育手帳ＡおよびＢ（中度）をお持ちの方

●一人親家庭等医療費…

・18歳年度末までの児童を扶養している一人親家庭　　

の父母およびその児童

・父母のいない18歳年度末までの児童

●乳幼児医療費…

・３歳未満（誕生月の末日まで、月の初日生まれの場

合は前月末日まで）の乳幼児

●老人医療費…

・68歳（誕生月の初日から）、69歳まで

詳しくは、町生活福祉チームへお問い合わせください。

福祉医療費受給資格証９月１日更新
町生活福祉チーム 1（58）8203

保 健 師 だ よ り保 健 師 だ よ り保 健 師 だ よ り
保健福祉会館　保健師 1（58）8000

学童の予防接種を受けていますか？
日本脳炎、風しん、二種混合２期がはじまっています。
学童の予防接種は、乳幼児期につけた抗体が少しずつ減っていくため追加の接種が必要となります。12年度
より対象学年による接種から年齢による接種となりました。町では、保護者宛にそれぞれ対象学年の予診票
を郵送しましたが、対象年齢の生徒で接種を希望される方は保健福祉会館で予診票をお渡しします。（母子
健康手帳をご持参ください）

基本健康診査の実施期間についての訂正
広報７月号で基本健康診査と国民健康保険人間ドックの実施期間を
掲載しましたが、誤りがありましたので訂正し、お詫び申し上げます。
誤り…平成14年９月２日（月）から平成15年１月31日（金）
正…平成14年９月２日（月）から11月30日（土）
基本健康診査について、詳しくは広報９月号に記載いたします。
国民健康保険人間ドックの実施期間は変わりありませんのでご注意ください。

予防接種名 対象学年 対象年齢（接種日において）

日本脳炎２期 小学校４年生 満９歳～13歳未満

日本脳炎３期 中学校３年生 満14歳～16歳未満

二種混合（ジフテ 小学校６年生 満11歳～13歳未満
リア・破傷風）２期

風しん ・昭和54年（1979）４月2日～昭和62（1987）年10月1日生ま
れでまだ風しんの予防接種を受けていない14歳以上の方

＊二種混合２期・日本脳炎２期３期は基礎免疫がで
きている生徒を対象とします。
＊風しんは風しんにかかったたことが明らかな生徒
およびＭＭＲ接種済の生徒は接種する必要はあり
ません。
＊予防接種について詳しいこことは、保健福祉会館
保健師までお問い合わせください。

～～～～～～～～～～～～～
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本とふれあう時間を大切にしてもらおうと、第４８

回青少年読書感想文全国コンクールの課題図書を購入

しました。ぜひ、ご利用ください。

お好みの本をお読みいただきコンクールにも挑戦し

てみてください。

なお、感想文は各学校へお出しください。

＜課題図書＞

小学校低学年（１～２年生）の部

ヤギになっちゃうぞ

むしたちのうんどうかい

けんかのきもち

小学校中学年（３～４年生）の部

ねこたち町

ぼくのクジラ

虹の谷のスーパーマーケット

小学校高学年（５～６年生）の部

よみがえれ白いライオン

アンソニー

カブトエビの寒い夏

中学生の部

フクロウはだれの名を呼ぶ

カナリーズソング

クマ追い犬　タロ

玉城町図書館　課題図書購入

ケーブルテレビ「たまきチャンネル」（21ch）の8月

放送予定をお知らせします。

●8月のビデオリポートの予定

７月25日～８月９日 保育所プールなど

８月10日～ 25日 親子料理教室など

●８月の特別番組の予定

８月１日～８月15日 男女共同参画q

８月15日～８月31日 男女共同参画w

＊番組内容は予告なく変更する場合があります。

番組の周知は、文字放送において行います。

ケーブルテレビ
「たまきチャンネル」８月の放送予定

町総務チーム 1（58）8200
町教育委員会 1（58）8378

5:00
文字放送

6:00

7:00 ビデオリポート

8:00 文字放送

9:00

10:00 特別番組

11:00 文字放送

12:00 ビデオリポート

13:00 文字放送
14:00

15:00 特別番組

16:00 文字放送
17:00

18:00 ビデオリポート

19:00 文字放送

20:00 特別番組

21:00 文字放送

22:00 ビデオリポート

23:00

0:00
文字放送

〜

〜
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増え続けるごみ対策として、生ごみの減量化とリサ

イクルを図る目的で、生ごみ処理機等購入者に対し、

町補助金の制度を設けています。

家庭から出た生ごみを処理機へ入れておくことで手

間が無く、衛生的で、堆肥になることで家庭用栽培の

肥料として再利用でき、ごみの減量になります。

補助金の額は、生ごみ処理機等購入価格の２分の１

で、その額の２万円までです。

手続きについては、購入先の店で領収書を受け取り、

町税務住民チームで所定の書類に添えて申請してくだ

さい。

会社、企業等の事業所についても補助があります。

詳しくは、町税務住民チームへお問い合わせください。

生ごみ処理機補助金制度
町税務住民チーム 1（58）8202

犬の散歩をするとき、飼い主はその犬の糞をそのま

まにせず、回収しなければなりません。

「玉城町まちをきれいにする条例」で、道路・公園

など公共や他人が所有、または管理する場所を糞によ

り汚さないようにし、糞をしたときには回収しなけれ

ばならないと定めています。犬の糞をそのままにした

場合、町は条例に基づき、飼い主に対し、指導または

勧告することがあります。飼い主は糞の後始末を責任

もって行ってください。

また、散歩のときや公園等で鎖等はずす飼い主の方

が見受けられますが、そのような行為は県条例等で禁

止されています。

犬のフンの後始末は責任をもって
処理してください

町税務住民チーム 1（58）8202

１．趣旨

青少年健全育成の意識の向上と、作品を通して思い

やりや豊かな心が満ちあふれる明るく住みよい町づ

くりの啓発を行う。

２．作品部門

◎児童・生徒の部

◎一般の部

内容は自由。ただし、家庭の日（第３日曜）

の過ごし方や、家庭の大切さ、非行防止、挨拶、

小さな親切等、健全育成の趣旨に沿ったもの。

＜注＞家庭の日

青少年健全育成の原点となる「家庭の日」の重要性

を啓発するため、毎月第３日曜を「家庭の日」とし

ています。

３．応募資格

玉城町在住、在勤の方

４．応募点数および提出先

１人２点以内とする。

ハガキ、またはハガキサイズの用紙に標語・作品部　

門・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、青少年　

を育てる会事務局まで提出してください。（郵送・E

メールも可）児童・生徒の部については、学校に提

出してください。

５．締め切り

９月20日（金）まで

６．審査

q 審査会および審査員　　

審査会　10月４日（金）

審査員　玉城町青少年を育てる会　会長、副会

長および啓発部員

w 各賞

最優秀賞……各部門１点

優 秀 賞……各部門２点

優 良 賞……各部門２点

佳　　作……数点

７．表彰

入賞作品は、広報誌・ケーブルテレビ等で紹介する

とともに、町民への啓発の際に使用します。

入賞者に記念品を贈ります。

入賞者は青少年を育てる会総会において表彰を行い

ます。なお、応募者全員に参加賞を贈ります。

８．その他

作品の著作権、版権は主催者に属します。

詳しくは、玉城町青少年を育てる会事務局（玉城町

教育委員会内）までお問い合わせください。

E-mail／s-kyouiku@town.tamaki.mie.jp

「青少年健全育成」標語募集について
玉城町青少年を育てる会事務局 1（58）8378

玉城町青少年を育てる会では、下記要項により「青少年健全育成」の標語を募集します。



城あとに夢を築くまち たまき 2002-8

14

－土地神－

屋敷神
家を建てる前、屋敷の中央に土や砂を盛り、四隅

に立てた青竹を注連縄で囲んで地鎮祭が行われる。

中央の土盛りは土地を神から借りるため神の降臨

をたまうもので、注連縄は土地神が鎮まる聖地をあ

らわす標識で、不浄や悪霊の進入を防ぐ縄張りでも

あった。

屋敷神・地主神は土地を守護する土地神で、屋敷

をおこした祖先神ともされ、宮古では屋敷の西北隅

に五輪塔を置いて注連をはり、野篠では50B四方

ほどのほこらをたてて屋敷神をまつっている。

屋敷神には稲荷・秋葉・天王などの神が多く勧請

されている。

社日
富岡氏社跡に町内唯一の社日碑がまつられている。

富岡村は17世紀後半から18世紀中期頃にかけて、湯

田野を開墾してできた新村である。

社というのは地の神で土地の守り神である。社日

は地の神の祭日で、春と秋の彼岸の中日に最も近い

戊（つちのえ）の日とされている。春の社日には穀物

の種子を地の神に供えて豊作を祈り、秋の社日には

初穂を供えて豊作を地の神に感謝した。

◎金子延夫著　玉城町史第三巻より抜書

146

住民基本台帳ネットワークシステム
８月５日スタート

町税務住民チーム 1（58）8202

本年８月５日、各種行政の基礎となっている

住民基本台帳の全国ネットワークが稼働します

住民基本台帳ネットワークシステムは、４情報（氏

名・生年月日・性別・住所）、住民票コードとこれら

の変更情報により全国共通の本人確認を可能とする地

方公共団体共同のシステムで、電子政府・電子自治体

を実現するための基盤となります。

今後、行政機関（国・地方公共機関など）では、住

民のみなさまからの各種の届出・申請などの際に、提

出をお願いしていた住民票の写しの代わりに、ネット

ワークシステムから氏名、生年月日、性別、住所など

の本人確認情報を受けることが可能となります。

住民票コードは、ネットワークシステムからの情報

を正確・迅速に取り出すために必要不可欠で、８月５

日以降、町から通知することになっています。

通知された住民票コードは、今後、行政機関への届

出・申請の際に、求められることがありますので、大

切に保管してください。

住民票の写しの交付が全国どこでも受けられるのは、

平成15年８月から スタートします。

［町内版a］
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伊勢納税貯蓄組合連合会では、伊勢税務署管内の小

中学生の対象に「税に関する」作品を募集します。

＜小学生の「税に関する習字」＞

▼対　象 小学５・６年生

▼課題等 「税の役割」半紙たて書き

（作品には「学校名、学年、氏名」を記入）

＜中学生の「税についての作文」＞

▼対　象 中学生

▼課題等 例「税について」「税について思うこと」

（税に関するものであれば何でも構いません）

▼用紙等 原稿用紙（400字詰）３枚以内

（作品には「題名、学校名、学年、氏名」を記入）

両作品は、いずれも９月10日（火）締め切り、提出

は町税務住民チームへ。

小・中学生の「税に関する作品」の募集
町税務住民チーム 1（58）8201

三重県司法書士会伊勢支部では、無料法律相談会を

実施します。

▼日　時　８月４日（日）午前10時～午後３時30分

▼場　所　伊勢市生涯学習センター（いせトピア）

【相談内容】

・相続・贈与・売買による所有権移転

・担保権の設定・抹消等の不動産登記

・法人に関する登記・訴え・調停・訴訟等の裁判所提　

出書類に関するもの

・成年後見法に関するもの

・その他身近な相談　　など

詳しくは、三重県司法書士会伊勢支部　松澤さんま

でお問い合わせください。

税 務 だ よ り税 務 だ よ り税 務 だ よ り
伊勢税務署 1（28）3191

●相続税の計算
まず、課税遺産総額を法定相続分どおりに分けた
ものとして、各法定相続人別に税額を計算します。
この税額を合計したものが相続税の総額です。
この相続税の総額を、各相続人や受遺者が実際に
取得した正味の遺産額の割合に応じてあん分した額
が、確認の相続税額です。
なお、確認の相続税額に対して、「配偶者に対す
る相続税額の軽減」や「未成年者控除」、「障害者控
除」などの適用を受ける場合、税額が軽減されます。

●相続税の申告と納税の期限
平成14年中に相続や遺贈によって財産を取得し
た方のうち、相続税のかかる方については、被相続
人が死亡したことを知った日の翌日から10カ月以
内に、被相続人の住所地を管轄する税務署に申告
し、納税することになっています。

詳しくは、伊勢税務署へお問い合わせください。

●相続税のしくみ
相続税は、相続や遺贈（遺言によって財産を譲ること）によって、亡くなった人（被相
続人）の財産をもらった人にかかる税金で、相続や遺贈によってもらった「正味の遺産額」
が、「基礎控除額」を超える場合にその超える額に対して課税されます。
つまり、「正味の遺産額」が「基礎控除額」の範囲であれば、相続税はかかりません。

遺 産 総 額（被相続人が所有していたすべての財産の合計額） 

5000万円+1000万円×法定相続人の数 

a墓所、仏壇、祭具など 
b国や地方公共団体、特定の公益法人に寄付した財産 
c死亡保険金・死亡退職金のうち次の額まで 
　500万円×法定相続人の数 

遺 産 額　　　  非課税財産　　　 葬式費用　　 受け継いだ債務 

遺 産 額　　　    相続開始前３年以内の贈与財産 

正 味 の 遺 産 額 

基礎控除額 課税遺産総額 

≪非課税財産の主なもの≫ 

※相続人のうち、被相続人の養子がいる場合の法定相続人に含める養子の数は、 
　実子がいる場合は１人、実子がいない場合は２人までとなっています。 

三重県司法書士会伊勢支部 松澤さん 1（58）6934
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建設現場で働く方々の退職金は安全・
確実・有利な「建退共制度」

中小企業退職金共済法に基づき、勤労者退職金共済

機構　建設業退職金共済事業本部が運営する建設労働

者の増進を図るための退職金制度です。建設現場労働

者が事業主や現場を転々と移動しても、その労働者が

建設業に従事しなくなったときに退職金が支払われる

業界全体の退職金制度です。

ご加入など、詳しくは勤労者退職金共済機構三重支

部へお問い合わせください。

108伊勢おおまつり 参加団体を募集
伊勢おおまつり運営委員会事務局 1（21）5566

伊勢の秋の風物詩『108伊勢おおまつり』は、今年

もさらに飛躍できるよう、みなさんが“参加して楽し

い”、また“見て楽しい”催しにするため、パレード、

ステージイベントなどへの参加団体を募集します。

▼募集日 10月13日（日）・14日（祝）

▼場　所 おまつり広場（おおまつり会場内）

詳しいことは、伊勢おおまつり運営委員会事務局へ

お問い合わせください。

三重県建設労働組合伊勢支部では、ジプ付き（伸縮

腕）の長さ10ｍ未満・垂直昇降型の高所作業車を運転

する修了証が得られます。

▼日　時 ８月26日（月） 午前８時～午後６時

▼会　場 コマツ三重

申し込みなど、詳しくは三重県建設労働組合伊勢支

部へお問い合わせください。

高所作業車運転特別教育講習会開催
三重県建設労働組合伊勢支部 1（23）5535

勤労者退職金共済機構三重支部1059（224）4116

中退共制度（中小企業退職金共済制度）
に加入しましょう

退職金の準備は万全ですか？中退共制度は中小企業

で働く従業員のための退職金制度です。

▼掛け金の一部を国が助成します。

▼掛け金は税法上、全額非課税になります。

▼加入前の過去勤務期間や転職した場合に通算ができ

ます。

安全・確実・有利な中退共制度をぜひご利用くだ

さい。

詳しくは、三重県生活部勤労福祉チームへお問い

合わせください。

三重県生活部勤労福祉チーム1059（224）2454

民事介入暴力巡回法律相談開催
暴力追放三重県民センター 70120（31）8930

暴力追放三重県民センターと三重県警察本部暴力

団対策課および、伊勢警察署では、弁護士による無

料「民事介入暴力巡回法律相談会」を開催します。

▼日　時 ９月４日（水） 午後１時～４時

▼場　所 伊勢市生涯学習センター

（いせトピア３階会議室）

▼相談内容 暴力団などに民事問題に介入され、また

は事件に巻き込まれて悩んでいる人

なお、暴力団に対する相談については、（財）暴力

追放三重県民センターまたは、伊勢警察署暴力相談

1（23）6819などで常時相談を受けています。

【相談日】

８月２日（金） 社会福祉協議会（保健福祉会館）

８日（木） 介護老人保健施設（ケアハイツ玉城）

22日（木） 介護老人保健施設（弘樹苑）

いずれも午後２時～４時

【介護相談員】

下村　久　　大喜多　逸子　　谷口　惠津子

詳しくは町生活福祉チームまでお問い合わせください。

「介護相談員」サービス利用者相談日
町生活福祉チーム 1（58）8203
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ご利用ください 平成14年度小規模
企業者等設備貸与・設備資金貸付制度

（財）三重県産業支援センターでは、県内の小規模企

業者の創業および経営基盤強化に必要な機械設備（土

地・建物を除く）導入のために、a設備貸与（割賦、

リース）、b設備資金貸付の事業を行っています。

本年度の特徴としまして、設備貸与において、「割賦

制度」を利用した企業（滞納がないこと）に対して、

三重県から利子補給（0.7％）が受けられます。

a設備貸与制度とは、小規模企業者に替わり当センター
がメーカーやディーラーから機械設備を買い付け、そ
の設備を貸与（有利子）します。貸与の形式は、割賦
販売方式とリース方式があります。

b設備資金貸付とは、当センターが設備額の１／２以内
を無利子で貸付けます。残額については自己資金や銀
行借り入れで対応していただきます。

申込受付は、随時行っていますが、資金枠に達した

時、または平成15年１月20日（月）で締め切ります。

小規模企業者とは、従業員規模が原則20人以下（商

業、サービス業は５人以下）を言います。

詳しくは（財）三重県産業支援センター 経営支援

チームへお問い合わせください

（財）三重県産業支援センター 経営支援チーム
1059（228）3172

電気は正しく安全に使いましょう
＝８月は電気使用安全月間＝

８月は電気使用安全月間です。感電災害は夏季に集

中して発生します。夏は汗をかきやすく、皮膚の露出

部分が多くなり、また疲労から注意力が散漫になりが

ちです。この点から毎年８月を「電気使用安全月間」

とし全国一斉に行われています。

感電災害を防止するため、電気は安全に正しく使い

ましょう。

電気のご相談は財団法人中部電気保安協会伊勢事業

所へお問い合わせください。

（財）中部電気保安協会伊勢事業所 1（25）0892
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玉 城 村  
沖 縄  

発  

世界で一枚のハンカチ
６月25日、村内で藍染の工房を開いている並河
善知さんの指導により、村立百名幼稚園でマージ
染め
（※）
の体験学習が行われました。

マージ染めの行程はまずハンカチにロウで絵を描
き、次に特製のマージで作った泥水に浸け、それ
をすすいで乾かすと言うもので、園児達はロウでの
お絵かきに最初戸惑いながらも、のびのびとした絵
を描き上げていました。そして、ハンカチができあ
がると園児達は歓声を上げ、自分の作ったハンカ
チを誇らしげに見せあい喜んでいました。

※マージ染めとは藍染の技法を元に並河さんが独自に開発した技法で、
沖縄の赤土（マージ）を使うためにこの名前が付きました。

沖縄県玉城村役場　1098（948）7111

完成したハンカチを誇らしげに見せる園児
18

県立美術館は、昭和57年の開館以来20年が経過

し、所蔵作品の収蔵施設拡充と作品保護のための空調

設備の機能向上、美術情報室や美術体験室などの新し

い施設を増設するため、大がかりな増改築工事を行い

ます。

工事期間中の来館者の安全確保、収蔵品の適切な保

管などのため、今年10月から約１年間休館します。休

館にご理解いただくとともに、来秋の新装オープンに

ご期待ください。

なお、休館についての詳細は、県立美術館までお問

い合わせください。

三重県立美術館から休館のお知らせ
三重県立美術館 総務グループ 1059（227）2100

度会町の商工業の活性化を進める度会商店会では、

この夏、第２回のイベントを開催します。

同イベントには、玉城町からも玉丸城太鼓保存会、

物産展が参加しています。お出かけください。

▼日　時 ８月24日（土） 雨天25日（日）

午後５時～９時45分

▼場　所 宮リバー度会パーク芝生広場（度会町）

▼内　容 オリエンテーリング、ビンゴゲーム

よさこいソーラン踊り、太鼓の演奏

花火大会（御薗手筒花火）など

詳しくは、度会商店会　大西会長にお問い合わせく

ださい。

第２回 WATARAI NAIGHT FEVER 開催
度会商店会 1（62）1147
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■玉城町役場 158 - 8200
558 - 4494

●総務チーム 158 - 8200
158 - 8208

●税務住民チーム 158 - 8201
158 - 8202

●生活福祉チーム 158 - 8203
●上下水道チーム 158 - 8207
●産業建設チーム 158 - 8204

158 - 8205
158 - 8206
158 - 8209

●出納室 158 - 8210
●議会事務局 158 - 8211
●教育委員会（村山龍平記念館） 158 - 8212

158 - 8378
■病院老健チーム
玉城病院 158 - 3039
介護老人保健施設ケアハイツ玉城
・介護老人保健施設 158 - 3770
・訪問看護ステーション 158 - 8117
・在宅介護支援センター 158 - 8822
・居宅介護支援事業所 158 - 8822
■保健福祉会館 158 - 8000
■社会福祉協議会
社会福祉協議会 158 - 6915
在宅介護支援センター 158 - 8181
居宅介護支援事業所 158 - 6915

■夢工房たまき 158 - 7696
■中央公民館 158 - 6331
■青少年相談センター 158 - 4108
■アスピア玉城　　
玉城ふれあいの館 158 - 8800
ふるさと味工房 158 - 8686

休日・夜間当直室
58-8213

広報たまきは再生紙を利用しています

待望の夏到来。
子どもたちは嬉しそうに水しぶきをあ
げ夏を満喫。

（田丸小学校で）

◆人の動き（平成14年７月１日現在）
●人口 14,709人（＋15人）
●男 7,168人（＋２人）
●女 7,541人（＋13人）
●世帯数　4,353世帯（＋５世帯）
（ ）は６月１日以降の増減

いきいきほのぼのネットワーク

TAMAKI

今 月 の 表 紙

9月3日（火）
時間　午前10時～11時30分
場所　町保健福祉会館
対象　保育所入所までのお子さんとその保護者
内容　水と遊ぼう
持ち物　水着と着替え
＊参加を希望される方は保健福祉会館までお申し込みください。

たまきっこ
くらぶ

8月5日（月）・19日（月）・26日（月）
9月2日（月）
時間　午前10時～11時30分
場所　町保健福祉会館　健康相談室
対象　60歳以上の方（若い方も歓迎します。）
内容　指体操、簡単なストレッチ体操など

8月21日（水）
受付時間　午後１時～１時20分
場所　町保健福祉会館　
対象　平成11年２月１日～３月31日生まれのお子さん

または前回未受診の人
＊該当児には、個人通知します

8月21日（水）
時間　午前中
場所　各町立保育所
詳しくは、それぞれの保育所へお問い合わせください。

9月2日（月）・17日（火）
時間　午前10時～午後３時
場所　町保健福祉会館
相談員　行政相談員および民生委員
お問い合わせは　町社会福祉協議会へ

8月22日（木）
時間　午前10時～午後３時
場所　町保健福祉会館
対象　生後２カ月～３歳までのお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子健康手帳をお持ちください

町税などの納期は、期限を守って必ず納めてください。
納期は次のとおりです。

●町県民税（第2期）……………9月2日（月）
お問い合わせは、税務住民チームへ

●国民健康保険料（第5期）……9月2日（月）
お問い合わせは、町生活福祉チームへ

いきいき
クラブ

３歳児
健康診査

町立保育所
園庭開放の
ご案内

行政・心配
ごと相談

乳幼児相談

町税など
納期の
お知らせ
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